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北-田畑エリア座談会（２回目まとめ） 

１ 実施日時・場所 
令和６年２月２７日（火） １８：００～２０：００ 

東海村役場 ２階 ２０５会議室 
 

２ 参加者 
JA生産部会関係者，ほしいも生産組合関係者，エリアの農業者及び中心的担い

手，東海村農業委員，東海村農地利用最適化推進委員，ＪＡ職員，東海村職員

（事務局） 

計２１名 
 

【座談会の様子】 
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３ 内容 

（１）情報提供 
  以下の項目について，資料を用いて情報提供を行った。  
①担い手への支援について 

    
②中間管理機構・ｅＭＡＦＦナビについて 

 
③水田の活用について  

  
④有機農業・スマート農業について 

 
⑤農研機構の事例について     ⑥基盤整備について
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（２）１回目の座談会の意見を受けた地域計画（案）について 

   地域計画（案）についてグループごとに意見交換を行った。 
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5 

 

 

 
    ※地図は現状図 
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＜地域計画（案），目標地図（案）に対する参加者の意見＞ 
地域計画（案）について 
（話し合いからの意見） 

・大規模農家と駆け出しの農家では事情が違う。 

・新規就農者への農地の余力は必要。 

・自身の拠点から近い圃場が耕作しやすい。 

・小規模農家ほど集約されていると助かる。 

・地主の意向もあるので，アンケートを取りたい。 

・アンケートやデータを取りまとめる人が必要。 

・農地保全が大事。 

・土の質よりも場所優先。 

・集積集約に関するマッチングシステムの導入が必要。 

・農地のトレードを仲介してくれる人がいると良い。 

・農地トレードの候補リストアップする。 

・中間管理機構を通す方が楽。 

・中間管理機構は期待できる情報が得られない，もっと権限があっても良い。 

・基盤整備する際には畑でも水が使いたい。 

・井戸水でも足りる規模の農地もある。 

・基盤整備ができる場所を明らかにしてほしい。 

・法人化は費用負担が大きく，簡単ではない。 

・今のままでは担い手が足りない。担い手の確保が重要。 

・集約化も大切だが，小規模でやっている方々も大切にしなければならない。 

・労働力の確保が難しい。 

・ハウス農業は施設の投資が大きく簡単に規模拡大できない。 

・有機農業は畑が荒れ，周囲からのクレームも多い。 

・有機農業は値段以上の価値（こだわり）のアピールが必要。 

・土地の賃借や水利費の補助金が必要。 

・新しく耕作していく人が入り込める農地の確保体制があっても良い。 

・基盤整備は大切だが，事前の調査は必須で，基盤整備をしても収益が上がらない農

地は農地以外の活用方法も検討しなければならない。 

・特定の作物をみんなが作ってしまうと，需要と供給のバランスが崩れてしまうの

で，どのような作物を作っていくのかも考えていく必要がある。 

 

 （アンケートからの意見） 

・国が示した課題に何か行動せねばならないのは分かるが，行政に引きずられるだけ

のように思う。 

・畑は個人個人の努力で管理されているのが現状であり，システマチックに農地を割

り振れるものではないという現実を県，国に突きつける必要もある。 

・実現できることが理想だが，まだまだ課題は多い。 

・まずは行動。 
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 目標地図（案）について 

 東海村都市計画図を用い，おおよその耕作者について話し合った。 

 
１班話し合い      ２班話し合い 
※個人情報が含まれているため画像をぼかしています。 
 

 

 

（３）その他 
 〇座談会参加者の現在の耕作状況，今後の耕作意向，後継者の有無等について

の簡単なアンケートを行った。 

・どちらかというと耕作規模を減らしていく・・・５人 

・５０歳代またはその年代より下の方，もしくは，後継者と呼べる人が家族

や親族の中にいる・・・５人 

・このエリアで耕作している・・・１６人 

・１ｈａ以上耕作している・・・９人 

 

 


